
- 1 -

論文の内容の要旨

論文題目 英学会話書による近代語研究

氏 名 常 盤 智 子

本論文では、第１章 ローマ字資料であることを利用した研究、第２章 版の違いを利用

した研究、第３章 同時期の国内資料との比較研究、第４章 資料研究、という四つの観点

から、英学会話書の研究の可能性を探った。

第１章ではローマ字表記の利点に注目し、表記・音韻の問題を扱った。

１－１では、E. M. サトウ著『会話篇』の音節「エ」の表記に五種類（e、é、ë、ye、

yé）の書き分けがあることに注目し、その表記調査からシラブルを単位とした分析を行

った。その分布から、補助記号は[e]と[je]の区別とは無関係なもので、日本語の「エ」

を正しく再現させるための表記上の工夫であることが判明した 「y」の有無については、。

同時期の音声と表記との対応を調査するために、音声学者E. R. エドワーズによる音声資

料（音声記号で表記された資料）を比較資料として用い 『会話篇』の「ye」が[je]を反、

映している可能性を指摘した。

１－２では、１－１で得られた結果の妥当性を検討すべく、サトウ著『会話篇』の初刷

、 、 『 』 。 、本 再刷本 サトウの 会話篇 以外の著作にみられる表記を調査・検討した そこから

サトウ個人としても、著作の刊行年に伴って表記方針が変化していくことが読み取れた。

その変化は「e」中心から「ye 「we」へというもので、表記が音声と乖離していく過程」

がみられた。

１－３では、この問題をさらに深く掘り下げて、ローマ字遣いの信憑性の問題をとりあ

げた。同時期の、他の日本語研究者のローマ字表記、それらを裏付ける当時の新聞や書簡

・研究機関誌での論争を調査し、当時の研究者の「e」と「ye」の表記に 「e」→「ye」、
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という変化と「ye」→「e」という変化の相反するパターンがみられる事実と、その背景

をみた。この二つの相反する現象の解釈から 「エ」の音声が、すでに、表記と乖離して、

いたことを推定した。また、同時期の様々な音声資料・記述の調査を加え、当時の音価の

問題に言及した。

本章では、これらのことから 「当時の「エ」が音韻としては、一つで、その音声は[e]、

を中心としたものであった。音環境などによっては[je]もあらわれる」という結論をまと

めた。資料の内的な状況をふまえつつ、著作者の事情という資料の外的な要因もまた、一

つの状況証拠となりうることを示した。著作者の背景となる資料の豊富さという、近代語

研究における利点を活用した。

第２章では、版の違いを利用して、書誌研究を前提とした用語や語法の比較を試みた。

２－１では、英学会話書の嚆矢といわれるJ. リギンズ著『英和日用句集』の書誌研究

を行い、資料の外的な関連性と資料の内的な関連性への検討を通じて、唐話資料『南山俗

語考』が『英和日用句集』の底本となっていたことを推定した。検討の方法としては、例

文の一致度を数値で把握することを試みた。これらの検討により、英学資料と唐話資料と

の接点が実証され、英学会話書の比較資料としての『南山俗語考』の価値が示された。ま

た、やや混乱のあった『英和日用句集』諸版の再整理を行った。

２－２では、２－１を根拠として、用語研究として、人称代名詞の問題を考え、比較資

料に『南山俗語考』と『英和日用句集』初版、同三版を用い、一人称・二人称代名詞の幕

末から明治におけるうつり変わりを比較検討した。同じ英文であるという保証の下、訳文

の比較を行った。

、『 』 『 』２－３では 英和通弁手引草 という国内で出版された英学会話書が 英和日用句集

と関わりが深い資料であることを実証し、その用語・語法の特徴を比較した。まず、資料

の内的な関連性を確認した上で、その例文の性格を考察した。近代語の先行研究の成果を

参照しつつ、語彙の異同、命令表現、質問表現、人称代名詞の出現頻度という、四つの異

なる観点から 『英和通弁手引草』の日本語が『英和日用句集』と比較して、なぜ整った、

印象をうけるのかということを検討した。その結果、整った印象は、待遇段階の高さと、

文型の固定化という観点から説明できると考えた 『英和通弁手引草』の日本語はその両。

者が『英和日用句集』に比べて高い割合でみられた。しかし、その反面、口語としては、

かえって不適切な面もみられた。今後外国語学習という側面から、再検討していきたい。

本章での検討により 『英和日用句集』に、比較的長い期間において、様々な同系統の、

、 。資料があり 唐話資料とも日本人による英学会話書とも関連があることが明らかになった

また、資料間の関連性と内容の一致を根拠に、異版や関連資料における言語現象を比較・

検討していくことは、非常に有効な手段となることを確認した。多種多様な資料群の中か

ら、資料の関連づけを行う試みと活用方法を示した。

第３章では国内資料との比較を行い、英学資料と国内資料の異なりがどのような実態で

あるのかをみた。

当時の国内口語資料のひとつである三遊亭円朝演述『恠談牡丹燈籠』と、B. H. チェン

バレン著『日本口語便覧 「実践編」所収、ローマ字書きの『BOTAN DORO （第一回と第』 』
- -
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二回）との異同を記述し、そこにみられる口語の具体相を記述した。チェンバレンの記述

によると、後者は前者を「more genuinely Colloquial」に改編したものとされるもので

ある。その結果、全体にわたって、多岐にわたる多数の異同がみられた。全体を通して、

個別の事例を検討の後、難解→平易、重複→削除、漠然→限定、個別→汎用といったこと

で説明できるいくつかの共通の傾向を確認した。それらは、いずれも、最小限の語によっ

て、誤解を最大限減らす、という背景をもった傾向なのではないかと考えた。

本章の検討は、口語とはなにか、ということを考える上や、当時の言文一致という背景

を考える上でも、様々な問題を示唆していると思われる。

第４章ではイギリスの図書館において探索した資料を提示した。いずれも、E. M .サト

ウ著『会話篇』の書誌研究の成果を示した。

４－１では、まず、ロンドン大学SOAS図書館蔵本における『会話篇』への書き込みが、

著者本人のもので 『会話篇』の初刷本から再刷本への契機となる資料であることを、書、

き込みの内容や書き込みの方法、という観点から指摘した。このことによって、書き込み

という一回的なものを書誌研究へ活用した事例を示した。

４－２では、ケンブリッジ大学図書館アストンコレクションにおける、サトウ自筆資料

「日本語会話練習帖」を紹介した。この資料が目録の裏紙になって綴じ込まれている資料

であったことや、同様の資料が小さく切られて樟脳の包み紙になっていたものもあったこ

とからもわかるように、これらは通常は捨てられてしまう資料である。そのような資料が

保存されていたことは、大変貴重である。内容の面からみても 『会話篇』成立との関連、

を考える上や、当時の学習実態を知る上で、誠に興味深い資料であるといえる（同図書館

に存在するノート類も今後の研究課題となる 。節末に常盤による翻字を掲載した。）

また、資料年代の推定に、例文の修正方法・修正内容や資料内の語彙の利用を試みた。

諸問題に対して、できる限り、資料の書誌研究を重視し、内的な実証と外的な根拠を求

めた。これは、序でみたように、まず、現状の問題点として、正しい資料批判が課題とな

っていると考えたからである。もちろん、先行研究の上に、現段階での研究が可能になっ

ていることはいうまでもないが、十分な資料批判のないままに、研究を進めることは非常

に危険であると考える。本論文では、これらの作業を通じ、通説にも混乱があることを確

認し、それらを正しく位置づけた（２－１ 。加えて、通説の根拠を補強した（１ （２） ）

－３ （４－１ （４－２ 。） ） ）

また個々の問題に対して、徐々に視点を拡大する手順で検討を行った。出発点となった

個々の問題は、微視的な問題であるが、同時にそれらが、英学会話書、近代語、日本語史

へと繋がっているという巨視的な視点を念頭におくことを意識した（１－１→１－２→１

－３ （２－１→２－２、２－１→２－３ 。しかし、その反面、調査資料を限定せざる） ）

を得ず、検討には不十分な点を残した。

今後の課題として、実見の及ばなかった資料を補い、英学会話書が近代語研究、日本語

史の中でどのように位置づけられるのかについて、研究を進めていくことを述べた。特に

国内における資料の空白期の前後、明治初年を中心とした英学会話書と明治 年以降の17
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英学会話書との質的な異なりを明らかにし、それが明治後期へどのようにつながっていく

のかを明らかにしていく必要を述べた。
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